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モニ1000里地　植物相調査　結果入力用フォーム（様式Ⅰ：フロラデータ）ver.4.20

サイト番号 S258

サイト名 梅の公園及び近隣の林道
調査年 2019
月 2
日 5

調査主担当者 越前

同定責任者 臼井

その他参加者 松本、中部、木村、江藤、樋口、高橋

参加人数 8

天候 曇り

備考

全調査種　４１

調査対象外とした種群

木本
イネ科 ○
カヤツリグサ科 ○
スゲ属 ○
シダ植物 ○

その他

判定 標準和名 蕾 花 実 胞子嚢

A オオバコ 標準 ○

A ヒナタイノコズチ 標準 ○ 枯草なれど実を付けて立っていた

A アオキ 標準 ○ ○

A ミズヒキ 標準 ○

A ミヤマフユイチゴ 標準 ○ 葉の先が尖る、ﾌﾕｲﾁｺﾞの葉先は丸い

A マツカゼソウ 標準 ○

A カシワバハグマ 標準 ○ 茎の先端に薄茶色の綿毛

A カヤラン 標準 ○ スギの枝ごと林道に落下していた、初調査

A タマアジサイ 標準 ○

A アブラチャン 標準 ○ ○ 葉芽はクロモジより小さく２～６ｍｍ、丸い花芽

A マンリョウ 標準 ○

A カマツカ 標準 ○ モニ1000記念の名札を設置。黒くなった果実が残る

A スギ 標準 ○

備考区間名 種名
種名チェック 花・実の有無 採取

同定？

1 / 3 ページ



2 ページ モニ1000里地　植物相調査

判定 標準和名 蕾 花 実 胞子嚢
備考区間名 種名

種名チェック 花・実の有無 採取
同定？

B アオキ 標準 ○

B ヤブコウジ 標準 ○ 赤い実が付いているものが少し有った

B スギ 標準 ○

B テイカカズラ 標準 ○ 捻じれたサヤから銀色の綿毛が覗く

B ツルウメモドキ 標準 ○ 黄色の果皮が3裂し赤い仮種皮に包まれた種子が覗
く

B ジャノヒゲ 標準 ○ 細い葉に埋もれた青い実

B タマアジサイ 標準 ○

B ヒナタイノコズチ 標準 ○

B ミズヒキ 標準 ○

B オオバコ 標準 ○

B マルバウツギ 標準 ○ 梅郷5丁目の山神の裏側､下向きにﾋﾞｯﾁﾘい付いた黒
い蕾

B ヤブラン 標準 ○

B ヤマユリ 標準 ○

B マンリョウ 標準 ○

B ミヤマフユイチゴ 標準 ○

B クマシデ 標準 ○ 空家が処分され沢の対岸で確認

C ナンテン 標準 ○ 電信柱の横に実生で生えていた

C ヤブラン 標準 ○ 水分が無くなった黒い実

C ヤブコウジ 標準 ○

C ジャノヒゲ 標準 ○

C チャノキ 標準 ○ 植栽されたものが野生化

C マンリョウ 標準 ○

C キヅタ 標準 ○ 石の上に絡みついていた

C オオイヌノフグリ 標準 ○

C マサキ 標準 ○

D オオイヌノフグリ 標準 ○

D ミチタネツケバナ 標準 ○ ロゼット状だが白い花が咲いていた

D ヒメオドリコソウ 標準 ○

D コハコベ 標準 ○

D ヒサカキ 標準 ○ 第一東屋の裏側、枝にビッチリと

D コセンダングサ 標準 ○

D ヤブムラサキ 標準 ○ 紫の実、萼片が残り軟毛が多い

D クロモジ 標準 ○ 紡錘形の葉芽は１～１．５ｃ　花芽は丸い

D コウヤボウキ 標準 ○ 枝先に1個の綿毛

D バイカツツジ 標準 ○

D ヘクソカズラ 標準 ○ 直径５ｍｍぐらいのベッコウ色の果実

E クロモジ 標準 ○ 　

E バイカツツジ 標準 ○
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判定 標準和名 蕾 花 実 胞子嚢
備考区間名 種名

種名チェック 花・実の有無 採取
同定？

E ヤマノイモ 標準 ○

E アセビ 標準 ○ 林縁から１ｍぐらい中に実生の本種を確認

E ナガバノコウヤボウキ 標準 ○ 綿毛は前年枝に連なる

E ヘクソカズラ 標準 ○

E オニドコロ 標準 ○

E ネジキ 標準 ○

E ヒサカキ 標準 ○

E ヤブムラサキ 標準 ○

E コウヤボウキ 標準 ○

E オオイヌノフグリ 標準 ○

E ミチタネツケバナ 標準 ○

3 / 3 ページ


